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【理　　念】
１．利用者一人ひとりの人格・人権を尊重し、自立支援を旨として社会福祉の増進に努めます。
２．利用者本位の立場に立ち、常に笑顔でサービス提供し、顧客満足を追求します。
３．「福祉の情報発信源」「地域交流の場」として地域福祉の拠点となり、社会貢献に尽くします。

【基本方針】
１．積極的な情報公開を行い、透明性のある運営を行います。
２．法令遵守に徹し、個人情報保護に努めます。
３．職員は常に目標・ビジョンを持ち、継続的に業務改善に真摯に取り組み、自己改革・自己実現を目指します。
４．社会福祉法人としての専門性を生かし、常に「well being」を実践しつづけます。

共済会軟式野球大会に出場　６連覇！達成

職員基礎研修を開催

　9 月 19 日、共済会主催の第 41 回施設職員軟式野球大会が
開催されました。
　当日は好天に恵まれ、野球日和となりました。今大会は大阪
府下の福祉施設から15 チームが参加し、たくさんの職員の方々
と親交を深められる機会となりました。
　今回優勝すれば大会 6 連覇ということで、より一層チーム一
丸となって戦いました。
　決勝戦では、慶生会 A チームに 3 対 1 で勝利し、優勝する
ことが出来ました。
　来年度、第 42 回大会でもベストを尽くし、大会 7 連覇でき
るよう一層励んでいきたいと思います。

　10月24日、アートホテル大阪ベイタワーにおいて基礎研修を開催しま
した。
　この研修は、日頃の支援の向上と職場満足度を高める目的で、入職３
年目までの職員を対象に平成27年度から実施しています。
　今年度は28名が参加し「利用者支援に大切なもの」をテーマに、グ
ループディスカッションを行いました。
　ディスカッション後の発表では、支援についてのさまざまな取り組み
や、職員間のコミュニケーションに関する提案や意見が数多く報告され
ました。参加者からは「普段関わることが少ない他施設・事業所の職員
から新鮮な視点が得られ、
今後に結びつく有意義な研
修になった。｣との感想が聞
かれました。



　令和初のみなとフェスティバルを 9 月 7 日に

開催しました。

　利用者と飾りの作成中、心待ちにされている

声を何度も聞きました。そして３４回目を迎えた

今年も、昨年に引き続き河内長野吹奏楽団ブ

ルーウィンズの皆様の迫力ある演奏で幕を開け

ました。懐かしの曲を口ずさみ、楽しんでいる

様子が伺えました。

　また模擬店ではご家族の方との久しぶりの再

会に嬉しそうな様子の方、お楽しみコーナーで

特賞が当たったと報告をしにきてくださる方な

ど、１日を通してたくさんの笑顔を見ることがで

きました。

高木智恵

　第18回千里祭を10月5日に開催しました。

　今回の催し物には、関西大学の漢舞の皆様、

ミュージシャンの小泉奈那様、植田良太様をお

招きしました。漢舞の方達の元気な「よさこい

踊り」や本格的なJAZZライブは、踊ったり歌っ

たり利用者の方も参加でき、大いに盛り上がり

ました。

　夕刻からの屋台では、通所・就労支援事業

を利用している方にも協力してもらい、施設関

係者や地域の皆様などたくさんの方にお越し頂

き、楽しんでもらえたと思います。

豊岡義浩

　りんくう祭を９月２８日に開催しました。

　今年度も準備段階から利用者が積極的にお

祭りづくりに取り組むとともに、当日の運営には

看護学校の学生ボランティアにもご協力を頂き

ました。今年はお祭り気分を例年以上に味わっ

ていただけるよう、室内だけでなく芝生広場や

駐車場にも模擬店を設けました。

　当日は利用者のご家族や地域の皆様を招待

し、利用者とともに焼き鳥やフランクフルトなど

の屋台や、ボーリング、射的などのゲームを楽

しまれ、笑顔が溢れる楽しい１日となりました。

宮本里美

　弘済院第 1特養秋祭りを10 月 20 日に開催しま

した。

　当日は天候にも恵まれ、多くの利用者やご家族

が参加されました。屋台コーナーには焼きそばや

フランクフルト、回転焼きといった定番メニューの

他に、焼き肉やケーキなどバラエティ豊かなメ

ニューもラインナップ。

　また、祭りの合間には大阪保健福祉専門学校の

ソーラン部によるソーラン節の演技や、NPO 法人

郷土サークル野火の方々 による和太鼓の演奏も楽し

んで頂きました。

　「食べて」「遊んで」「鑑賞して」賑やかで楽し

い秋の一時を過ごして頂けました。

甲斐賢二郎

　9月30日に鶴橋風月よりお好み焼きボランティ

アの方が来られました。3名の職人によって計

140枚のお好み焼きが次々 と焼き上がる様子はま

さに圧巻でした。利用者の皆様からは「早く食

べたいわ。」「美味しそうね。」との言葉が聞かれ、

焼き上がりを今か今かと待たれていました。

　フロアにも良い香りが漂ってきた頃、昼食の

時間の始まりです。皆様ぺろりとお召し上がり

になり、おかわりをする方もおられました。焼

き始めから最前列でご覧になっていた利用者が

「また来年も参加したい。」と仰っていたことが

印象的でした。

大前一若

　愛港園・第2愛港園共催の敬老祝賀会が9月

16日に開催されました。

　当センター利用者で喜寿・米寿等、節目を迎え

られた方が22名おられ、盛大な式典となりまし

た。利用者で最高齢の方は102歳、いつもと変わ

りない笑顔で祝賀会に出席して下さいました。

　祝賀会では当法人の大西理事長から祝辞とお

一人おひとりに記念品が贈られました。午後は

花の会の皆様による「銭太鼓」が披露され、4

人の一糸乱れぬ太鼓さばきに皆様魅了されてい

ました。ビンゴ大会では数字がそろう度に大き

な歓声が上がり、豪華な景品を手に大喜びされ

ていました。

山口眞司
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研修の様子
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